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■ 部品管理について 

   

○部品登録、発注、入庫の流れ 

１．マスタの登録 

   ※在庫として管理する部品はマスタで予め登録しておきます。 

 

２．「部品発注登録」(部品発注･入庫登録) 

   部品の発注処理を行います。 

   ※この時点ではまだ在庫としてカウントされません。 

 

３．「部品入庫登録」(部品発注･入庫登録)  

   部品の入庫登録を行います。 

   ※入庫登録が完了したものが在庫としてカウントされます。 

 

４．「整備買掛登録」 

   入庫した部品については整備買掛登録を行います。 

 

５．「整備支払登録」 

   整備買掛登録した部品の支払いを行った時点で整備支払登録を行います。 

 

 

 

○部品出庫の流れ1(整備伝票で部品引用⇒出庫) 

１．「伝票作成」(仮出庫) 

   伝票作成時にマスタから使用する部品を選択して請求書を作成します。 

   ※伝票を登録した時点で仮出庫の状態となります。 

 

２．「伝票作成」(出庫処理) 

   伝票作成画面から登録済みの伝票を呼び出して、使用した部品の明細行に 

   チェックを入れて伝票の再登録を行う事で出庫としてカウントされます。 
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 ○部品出庫の流れ2(車両販売時で部品引用⇒出庫) 

 １．「プラン作成」(部品引用) 

    車両販売時にプラン作成の付属品タブから登録してある在庫部品を 

    引用して注文書を作成します。 

    ※この時点では出庫としては扱われません 

 

2．「伝票作成」(出庫) 

   伝票作成時に登録した注文書を呼び出して伝票作成します。 

   ※伝票を登録した時点で出庫の状態となります。 

 

3．「部品発注登録」(部品発注･入庫登録) 

   必要に応じて部品の発注、入庫処理を行います。 

 

 

■マスタ設定について 

 

・担当者マスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者毎に発注、入庫、

出庫の権限を設定して

おきます。権限のない担

当者はそれぞれの登録

ができませんのでご注

意ください。んとう 
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・部品区分マスタ 

 

 

 

・部品カテゴリ区分マスタ 

 

 

 

 

 

部品区分名称で製品、部

品、油脂類など在庫登録

する部品の大まかな種

類を決めておきます。 

 

99 個まで登録可能とう

部品のカテゴリーを決

めておきます。同一カテ

ゴリ内で絞込検索など

を行う際に使用します。

 

99 個まで登録可能う 
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・部品メーカーコードマスタ 

 

 

 

・部品マスタ 

 

 

 

 

 

登録する部品のメーカ

ー名を登録します。 

 

99 個まで登録可能う 

管理番号は 20桁まで登録可能。

これまでに設定した区分、カテゴ

リ、メーカーを選択し、部品名称

を入力します。 

 

棚、列、段に関しては社内の在庫

管理体制に応じて入力するかど

うかを決めてください。 
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■ 部品発注･入庫処理【発注処理】 

 

 

 

■ 部品発注･入庫処理【入庫処理】 

 

 

※標準設定画面から入庫処理を行わない(発注登録の段階で入庫扱いとする)設定を 

 選択することもできます。 

 

管理番号からと「？」ボタンから

マスタ登録してある部品を呼び

出すことができます。 

発注数を入力します。 

入庫完了日を入力すると買掛登

録が可能となります。 

入庫日、入庫数を入力します。 

入庫登録する際は「検索」から発注

データを呼び出します。 

入庫処理も発注処理と同じ画面で行

います。発注する際と入庫する際と

で項目が変化しますのでご注意くだ

さい。 

「登録」で発注データとして登録

されます。 
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■ 整備買掛登録 

 

「新規取込」から入庫登録したデータを呼び出します。 

※入庫完了日が入っていない入庫データは登録はできますが、入庫と 

みなされない為、支払登録の際に登録を行っても支払完了となりません。 

ご注意ください。 

 

数量、合計金額、入庫日の確認を行い、良ければ「登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入庫完了日を入力します。 

買掛の新規登録を行う際は 

ここから入庫した発注データを

呼び出します。 

発注データの変更があった場合

はこのボタンをクリックするこ

とでデータが最新の状態になり

ます。 

締め処理を行ってないデータの

場合で、他のデータで締め処理を

行った後に任意の月を入力して

追加することができます。 

締め処理を行ったデータでキャ

ンセル等が発生した場合にマイ

ナス計上したい時に使用します。
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■ 整備買掛一括登録 

 

買掛の一括登録をすることができます。 

「検索」から入庫データを呼び出し、チェックボックスで選択を行った後に 

「登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件を設定してから「検索」を行

う事ができます。 

チェックを入れると全て選択さ

れた状態となります。 
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■ 整備支払登録 

 

「検索」から買掛データを呼び出し、支払日、支払区分～支払担当を入力して 

「登録」をクリックします。支払済データに関しては「支払確定」をクリック 

すると支払データを一覧で見た際に支払確定されてないデータが 

色分けされて見やすくなります。 

 

↓入庫完了日が空白のデータ 

 
 

 

 

正しく処理されたデータは支払

金額を追加した時点で残高が 0

になります。 

買掛登録をしていないデータで、

先に支払いをする必要が生じた

際に買掛登録前に支払登録をす

ることができます。 

※未買掛 前払い金という 

 扱いになります。 

クリックすることで確定され、 

検索した時などに、確定したもの

と確定していないものとで色分

けされて分かりやすくなります。

入庫完了日が空白の場合、未入庫

とみなされる為、取引残高がマイ

ナスで表示されます。 

この場合は元の買掛データの方

に入庫完了日を入力してから登

録処理を行ってください。 
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■ 出庫処理(整備伝票で部品データ引用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備伝票で部品を選択し、伝票登録した段階で選択した部品が仮出庫の状態になります。 

出庫処理するには、登録した伝票を呼び出して出庫にチェックを入れて登録してください。 

 

 

※標準設定画面から出庫処理を行わない(伝票登録した時点で出庫扱いとする)設定を 

 選択することもできます。 

 

行番号の数字部分を右クリック

した所から部品追加を選択しま

す。部品一覧が出てきたらチェッ

クボックスにチェックを入れて

「選択」をクリックすると伝票明

細に選択した部品が表示されま

す。 

出庫処理したい部品名称の左側

にあるチェックボックスにチェ

ックを入れて「登録」することで

出庫処理が完了します。 
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※在庫のない部品を伝票で引用することもできますが、その場合は 

 仕入メニューの部品発注処理が必要となります。 

 発注画面から「検索」の「発注依頼」を選択して発注処理を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索から「発注依頼」を 

クリックして発注処理を行いま

す。 
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■ プラン作成で部品引用する場合 

 

 

■ プラン作成で注文登録後の処理について 

 

 

 

付属品タブに部品検索が追加さ

れました。ここから在庫部品を呼

び出して見積･注文することがで

きます。 

在庫のない部品に関しても引用

は可能です。 

※注文登録したあとで発注･入庫

の処理を行う必要があります。 

整備メニューの「注文参照」から

登録した注文データを呼び出し

て伝票登録(社内伝票)を行いま

す。 
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注文参照から伝票を作成すると

きは自社整備扱いとなるため、売

り上げは立ちません。 

出庫扱いにする部品を選択して

請求登録すれば処理が完了しま

す。 

整備メニューでの原価連動の設

定と部品原価が入力されていれ

ば原価登録に部品原価が反映さ

れます。 

(※管理番号のない車両は原価連

動しませんのでご注意ください) 
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■ 棚卸について 

 

 

 

・棚卸の手順 

１．棚卸設定から棚卸の実施日を登録します。(締処理コントロールデータの登録) 

  ※この登録した月が棚卸リストに反映されます。 

 

２．「検索」から現在の在庫データを表示します。 

 

３．棚にある在庫を点検し、棚卸数に実際の数量を入力して登録します。 

 

４．全て登録が終わった段階で「棚卸確定」がクリックできるようになります。 

 

５．全てよければ「棚卸確定」をクリックして棚卸作業完了となります。 

  ※データ上の在庫数と棚卸数に違いがあっても棚卸確定した段階で棚卸数に入力した数量が在庫数となります。 

 

まず棚卸設定で何月分の棚卸を

いつ行うかの設定を行います。 

この設定が完了した段階で「検

索」ボタンをクリックすると現在

棚にある在庫が一覧で表示され

ます。 

棚卸数 ：実際に棚にある在庫数を入力します。 

実在庫 ：在庫数-作業中の在庫数を実在庫として表示します。 

在庫数 ：データ上にある在庫数を表示します。 

作業中 ：伝票作成で引用した部品で出庫処理されていない部品数を表示します。 

入庫待ち：発注登録済みだが入庫処理されていない部品数を表示します。 
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